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呼吸器感染症30例 におけるNY-198の 治療効果の検討

中 谷 龍 王 ・野 口 昌 幸 ・吉 村 邦 彦 ・中 森 祥 隆

蝶名林直彦 ・中田紘一郎 ・谷 本 普 一 ・杉 裕 子1)

虎の門病院呼吸器科 細菌検査室1)

新 しいピ リドンカル ボ ン酸系の抗菌剤NY-198を 呼吸器感 染症30名(男 性16,女 性14,17～87歳 平

均54歳)に1回100～200mg,1日2～3回 経 口投 与 し,そ の臨床効果及 び副作用 につ いて検討 した。疾

患の内訳は肺炎3例,気 道 ・中間領域感染症27例 であ った。

臨床効果 は著 効1例 有効18例,や や有効7例,無 効4例 で有 効率63%で あった。

分離菌別 の有効率 はHaemophilus influenzae 8例 中7例 が有効,有 効率88%で,1例 を除 いて全

例菌消失 を見た。

Pseudomonas aeruginosaに 対 しては有効率 は25%で あ り,菌 消失例 はなかった。

副作用については頭重感 と味覚異 常が各1例 ずつ認め られ たが いずれ も軽度で あ り,継 続投与が可

能であった。臨床検 査所 見では顕微鏡的血尿 と総 ビ リル ビンの軽度の上昇が1例 ずつみ られたのみで

あった。

NY-198はH.influenzaeを は じめ とす る呼吸器感染症 に対 して有 用かつ安全 な薬剤 と考 え られ る

が,緑 膿菌感染症 に対 してはやや有効率が低 かった。

NY-198は ピリ ドンカルボ ン酸系の新 しい合 成抗 菌剤

であ り,幅 広 い抗菌スペ ク トラム と強 い抗菌力を有 して

いる9。

今回,このNY-198を 呼吸器感染症 に使 用 し,その臨床

効果および副作用について検討 した。

I 対象患者

対象患者は,昭 和61年1月 か ら昭和62年1月 まで に当

科 を受診 した17歳 か ら87歳(平 均年齢54歳)の 男性1銘,

女性14名 の計30名 である。疾 患の内訳は肺 炎3例,気 道 ・

中間領域感染症27例 で,基 礎疾患 は気 管支拡張症15例,

び まん性汎細気管支炎(DPB)8例,気 管支喘 息3例,肺

気腫症,特 発性 間質 性 肺 炎,肺 嚢 胞 症 各1例 で あ る

(Table 1)。

II 研 究方法

NY-198を1回100～200mg,1日2～3回 投 与 した。

投与期 間は7～38日(平 均14.6日)間,総 投 与量3.2～

22.89(平 均7.99)で あった。

治療効果判定基準 は,気 道感染症 では,一 日痰量の減

少,痰 性状の改善,痰 中細菌の減少,血 沈,CRP,白 血

球数の改善な どを,肺 感染症 では,発 熱,胸 部X線 像の

改善,血 沈,CRP,白 血球数の 改善な どを指標 とした。

副作用 に関 しては発熱,発 疹,消 化器症状 な どを,検

査所見 としては血液生化学,末梢血 液,尿所見 な どをNY

-198の 投与前後 で調べ た
。

III 臨床成績

1. 気道感染症

Table 2に 気道 感染症 の基礎疾 患別 の臨床 効果 を示

す。気道感染症27例 の うち,著 効1例,有 効15例,や や

有効7例,無 効4例 で有効率59%で あった。基礎疾患別

に見 ると,気 管支拡 張症14例 中有 効6例,や や 有 効6

例,無 効2例 で有効率43%,び まん性汎細気管支 炎7例

中有効4例,や や有効1例,無 効2例 有効率57%で あっ

た。

分 離菌別 に見 ると(Table 3),Haemophilus influ-

enzaeに よる気 道感染7例 は基礎疾 患 として気 管支拡張

症2例,び まん性汎 細気管支 炎2例,気 管支喘 息2例,

肺嚢 胞症1例 であ り,臨 床効果 は著効1例,有 効5例,

無効1例 でH.influenzae気 道感染 症で は86%の 有効 率

を示 した。Pseudomonas aeruginosa気 道感染4例 の基

礎疾 患はすべ て気管 支拡張症 であった。 臨床 効果は有 効

1例,や や有効2例,無 効1例 であった。
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Table 2. Clinical  efficacy of NY-198

Table 3. Clinical  efficacy of NY-198 against isolated organisms

Table 4. Bacteriological effect

*: Decrement rate
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ブ ドウ糖 非発酵菌2例 の基礎 疾患はびまん性汎細気 管

支 炎 と気管支拡張症 であ り,臨 床効果 はそれぞれ有効 と

やや有効で あった。Klebsiella pneumoniaeの 肺気腫症

1例 は有効であ った。 同定不能の グラム陰性桿 菌のびま

ん性汎細気管支炎1例 は無効 であった。

複 数 菌検 出例 で は,H. influenzaeとBranhamella

catarrhalisが1例 で有効 であった。Paemginosaと の複

数菌検 出例が4例 あ り,Streptococcus pnemoniae 2

例,Escherichia coli,ブ ドウ糖非発酵菌各1例 ずつであ

った。S. pneumoniaeと の複数菌検 出例 は有効 ・無効各

1例 ずつであった。E. coli,ブ ドウ糖非発酵菌 との複数 菌

検出例 はいずれ もやや有効であった。

細菌学的効果 をTable 4に 示す。H. influenzae 8例

で は,び まん性汎細気管支炎の1例 を除 いて全例 が除菌

され 菌 消 失 率 は88%で あ った。そ の うち2例 は β-

lactamase陽 性株で あった。本剤のMICを 測定 しえた

4株 で はいずれ も0.05mcg/mlで あった。P. aeruginosa

8例 中,菌 消失例はな く,減 少2例,不 変6例 で あ り,

菌減 少率は25%で あった。MICは0.39mcg/mlが2株

0.78, 1.56, 3.13, 6.15, 12.5mcg/mlが 各1例 ずつで

あ った。S. pneumniae2例 はP. aeruginosaと の複 数

菌検 出例 であった。本剤のMICは6.25, 12.5mcg/mlと

2例 とも高値で あったが,い ずれ も菌消失をみた。ブ ド

ウ糖 非 発 酵 菌2例 は い ず れ も不 変 で あ っ た。κ

pneumoniaeの1例 は菌減 少 をみ た がSpneumniae

へ と菌交代 を来 した。

2. 肺感染症

Table 1のCase no.10, 23, 24の3例 で,い ずれ も

肺 炎で あった。基礎疾患はCaseno.23が 気管支拡 張症,

Caseno.24は び まん性 汎細気管支炎であった。Case no.

10はH. influenzaeが,Case no. 24はSpneumoniaeが

それぞれ検 出 さ礼 臨床的 に3例 とも有効であ り,細 菌

学的 に も菌消失 をみた。

以上30例 の呼 吸器感染症 にお けるNY-198の 治療成

績 は,著 効1例,有 効18例,や や有効7例,無 効4例 で

有効率63%で あった。

3. 副作用

副作用 として1例 に頭重感 を,1例 に味覚異常 をみ と

めたがいずれ も軽度であ り,継 続投与可能 であった。

臨床検査成績では1例 に顕微鏡的血尿を,1例 に総 ビ

リル ビン値の軽微の上昇 をみとめた。

III 考 察

NY-198は ピリ ドンカル ボン酸系 の新 しい合成抗 菌剤

であ る。本剤 は幅広 い抗 菌スペ ク トラム と強い抗菌力 を

有 してお り,肺 組織内や痰 中への移行が良好であること

か ら,呼 吸器感染症 に対 す る効果が予想 され る1)。

今回30例 の呼吸器感染症 に対 して本剤 を投与 し,著 効

1例,有 効18例,や や有効7例,無 効4例,有 効率63%

の結果 を得た。 当科 ですで に報告 した ピリ ドンカル ボン

酸 系 薬剤 の呼 吸 器感 染症 にお け る有 効 率 は それぞ れ

ofloxacin(OFLX)49%, enoxacin(ENX)40%, cipro-

noxacin(CPFX)50%で あ る2～4)。これ らの有効率は一

見低値で あるが,そ の対象 患者の約半数か ら3分 の2が

緑膿菌感染例であ ることを考慮す る必要が ある。今回の

成績 は数字の上ではそれ らを上 回る ものであ るが その

理 由 として今回の対象 に緑 膿菌感染例が少な く,大 半が

インフルエ ンザ菌感 染例であ るこ とが あげられ よう。

呼吸器感染症 におけ る起炎菌 としてH.influenzaeは

重要 な位置 を占め,特 に慢性気道感染症の急性増悪時の

検 出率 は高 い5)。今回の検 討 において もH.influenzaeは

8例 と最 も多 く検 出 された。H. influenzae感 染症 に対す

る本剤の効果は,DPBの1例 を除いて著効 ・有効併せて

7例 と良好 な成績 であった。

H. influenzaeに 対 して は,元 来ampicillin(ABPC)

が有 効 で あ り,第 一 選 択 とさ れ て い るが,近 年 β-

lactamase産 生菌が増加 しつつあ り,本 菌の耐性化が臨

床上の問題 とな りつつある6)。実際,今 回の検 討において

も,2株 が β-lactamase陽 性菌であったが,こ れらの菌

に対 して も本剤の臨床効果 は有効 であ り,何 れ も菌消失

をみた。また,β-lactamase陽 性 菌を含 めて本剤のMIC

は何 れ も0.05mcg/mlと 極 めて低値 で あ り,NY-198の

本菌に対 する有効性 を裏付け る値 であった。

難 治 性 呼吸 器感 染 症 の起 炎菌 の 代表 で あ るP. aer-

uginosaに 対す る本剤の抗 菌力はOFLXと ほぼ同等 で

あ り,Paemginosa感 染症 に対 す る効果 が期 待 された

が,今 回の検討 では4例 中有効1例,や や有効2例,無

効1例 で有効率 は25%で あった。前出のキノロン系各薬

剤のPmruginosaに 対す る有効率 は38.9～45%で あり1

これ らの値 と比較す る と今回の検 討では低 い有効率にと

どまった。

また,Puruginosaを 含む複数菌検 出例 で も有効率は

同様であ った。

細菌学的効果では菌消失例 は見 られず,2例 で菌減少

を見 たの み で あ った。本 剤 のPaeruginosaに 対 す る

MICは0.39mcg/ml～12.5mcg/mlに 分布 し,7例 中4

例が1.56mcg/ml以 下 であったが,臨 床効果は必ず しも

良好で はなか った。

緑膿菌呼吸器感染症 の患者 は,種 々の薬剤 を使用 して

も治療 に抵抗す る例 が多 く,長 期 に亘 る入院治療 を余儀

な くされ ることがあ り,社 会的,経 済的損失は甚大であ

る。近年,キ ノロン系薬剤が導入 された ことに より,こ

れ ら難治性の呼吸器感染症患 者の外来管理 も可能 となり

つっある7)。



VOL.36 S-2 CHEMOTHERAPY 533



534 CHEMOTHERAPY JUNE 1988



VOL.36 S-2 CHEMOTHERAPY 535



536 CHEMOTHERAPY JUNE 1988

このような状況から,本剤の緑膿菌に対する効果に期

待が持たれたが,今 回の成績は必ずしも充分なものとは

いえなかった。

副作用については頭重感と味覚異常が認められたがい

ずれも軽度であり,問題なく継続投与が可能であった。

臨床検査所見でも顕微鏡的血尿と総ビリルビンの軽度の

上昇が1例 ずつみられたのみであった。
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CLINICAL TRIAL WITH NY-198 AGAINST RESPIRATORY

TRACT INFECTIONS

TATSUO NAKATANI, MASAYUKI NOGUCHI, KUNIHIKO YOSHIMURA, YOSHITAKA NAKAMORI

NAOHIKO CHONABAYASHI, KOICHIRO NAKATA and HIROICHI TANIMOTO

Department of Respiratory Diseases, Toranomon Hospital, Tokyo

HIROKO SUGI

Clinical Laboratory, Toranomon Hospital, Tokyo

We evaluated NY-198, a new quinolone, in an open trial consisting of 30 patients with respiratory infection,
receiving 100-200mg b.i.d. or t.i.d.. Of these, 27 had lower airway infection, and 3 pneumonia.

Clinical effect was excellent in 1 case, good in 18 cases, fair in 7 and poor in 4. The efficacy rate was 63%.
As to bacteriological effect, 8 out of 9 strains of H. influenzae, including 2 fl-lactamase producing strains,

were eradicated. On the other hand, 2 strains of P. aeruginosa decreased but no eradication was observed.
Slight "heaviness" in the head and a changed sense of taste were noted as adverse reactions. Laboratory

findings revealed microhematuria in 1 case, and a transient rise in total bilirubin in another. No serious toxicity
was observed.

We conclude that NY-198 is effective and safe in the treatment of respiratory infections.


